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イネゲノム機能解析研究が目指すものイネゲノム機能解析研究が目指すものイネゲノム機能解析研究が目指すものイネゲノム機能解析研究が目指すもの

高品質高品質高品質高品質

安定生産安定生産安定生産安定生産

安心・安全安心・安全安心・安全安心・安全

知的財産の強化と活用知的財産の強化と活用知的財産の強化と活用知的財産の強化と活用

・どこでも作れるおいしいお米・どこでも作れるおいしいお米・どこでも作れるおいしいお米・どこでも作れるおいしいお米
・より多くのバリエーション・より多くのバリエーション・より多くのバリエーション・より多くのバリエーション

・農薬が少なくてすむ・農薬が少なくてすむ・農薬が少なくてすむ・農薬が少なくてすむ
・健康機能性が高い・健康機能性が高い・健康機能性が高い・健康機能性が高い

・冷害、干ばつに耐える・冷害、干ばつに耐える・冷害、干ばつに耐える・冷害、干ばつに耐える
・よりたくさん・よりたくさん・よりたくさん・よりたくさん
・倒れない・倒れない・倒れない・倒れない
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国際国際国際国際戦略に戦略に戦略に戦略に
基づく基づく基づく基づく貢献貢献貢献貢献

生産性の向上生産性の向上生産性の向上生産性の向上

需要拡大需要拡大需要拡大需要拡大日本の研究者日本の研究者日本の研究者日本の研究者がががが開拓開拓開拓開拓!日本の研究者日本の研究者日本の研究者日本の研究者がががが開拓開拓開拓開拓!
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イネをベースに他作物へ展開イネをベースに他作物へ展開イネをベースに他作物へ展開イネをベースに他作物へ展開

消費者ニーズ消費者ニーズ消費者ニーズ消費者ニーズ
へのへのへのへの対応対応対応対応

環境への配慮環境への配慮環境への配慮環境への配慮

植物科学への貢献植物科学への貢献植物科学への貢献植物科学への貢献



○○○○植物のゲノム解析及び関連研究植物のゲノム解析及び関連研究植物のゲノム解析及び関連研究植物のゲノム解析及び関連研究

○○○○評価手法の高度化評価手法の高度化評価手法の高度化評価手法の高度化
○○○○関連データの整備関連データの整備関連データの整備関連データの整備
○○○○国民への情報提供等国民への情報提供等国民への情報提供等国民への情報提供等

民間企業が結集して戦略的に研究開発を実施する仕組みを創設民間企業が結集して戦略的に研究開発を実施する仕組みを創設民間企業が結集して戦略的に研究開発を実施する仕組みを創設民間企業が結集して戦略的に研究開発を実施する仕組みを創設

農水省農水省農水省農水省イネゲノム研究イネゲノム研究イネゲノム研究イネゲノム研究

実用化に向けた技術開発の促進実用化に向けた技術開発の促進実用化に向けた技術開発の促進実用化に向けた技術開発の促進

実用化に向けた実用化に向けた実用化に向けた実用化に向けた
安全性の確保安全性の確保安全性の確保安全性の確保

疾患予防・健康維持のための高機能食物及び農薬の少ない農業の実現等疾患予防・健康維持のための高機能食物及び農薬の少ない農業の実現等疾患予防・健康維持のための高機能食物及び農薬の少ない農業の実現等疾患予防・健康維持のための高機能食物及び農薬の少ない農業の実現等

イネイネイネイネ・・・・ゲノムゲノムゲノムゲノム
シミュレーターの開発シミュレーターの開発シミュレーターの開発シミュレーターの開発
（生物研・肥後健一）（生物研・肥後健一）（生物研・肥後健一）（生物研・肥後健一）

生研センター生研センター生研センター生研センター旧生研機構旧生研機構旧生研機構旧生研機構（稲葉忠興）（稲葉忠興）（稲葉忠興）（稲葉忠興）

理化学研究所（杉山達夫）理化学研究所（杉山達夫）理化学研究所（杉山達夫）理化学研究所（杉山達夫）

農業生物資源研究所（岩渕雅樹）農業生物資源研究所（岩渕雅樹）農業生物資源研究所（岩渕雅樹）農業生物資源研究所（岩渕雅樹）

ポストゲノムシークエンス研究へシフトポストゲノムシークエンス研究へシフトポストゲノムシークエンス研究へシフトポストゲノムシークエンス研究へシフト

植物ゲノム研究植物ゲノム研究植物ゲノム研究植物ゲノム研究
イネゲノム全塩基イネゲノム全塩基イネゲノム全塩基イネゲノム全塩基
配列の解読配列の解読配列の解読配列の解読

（生物研・佐々木卓治）（生物研・佐々木卓治）（生物研・佐々木卓治）（生物研・佐々木卓治）

完全長ｃＤＮＡライブラリー完全長ｃＤＮＡライブラリー完全長ｃＤＮＡライブラリー完全長ｃＤＮＡライブラリー

の整備（の整備（の整備（の整備（平成１５年９月終了平成１５年９月終了平成１５年９月終了平成１５年９月終了））））
（旧（旧（旧（旧 生研機構・桂直樹）生研機構・桂直樹）生研機構・桂直樹）生研機構・桂直樹）
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イネ・ゲノムリソースイネ・ゲノムリソースイネ・ゲノムリソースイネ・ゲノムリソース
センターの整備センターの整備センターの整備センターの整備
（生物研・長村吉晃）（生物研・長村吉晃）（生物研・長村吉晃）（生物研・長村吉晃） 国立医薬品食品国立医薬品食品国立医薬品食品国立医薬品食品

衛生研（長尾拓）衛生研（長尾拓）衛生研（長尾拓）衛生研（長尾拓） 14年度終了年度終了年度終了年度終了

農環研（岡三徳）農環研（岡三徳）農環研（岡三徳）農環研（岡三徳）

有用遺伝子の機能解明有用遺伝子の機能解明有用遺伝子の機能解明有用遺伝子の機能解明

重要形質重要形質重要形質重要形質 （名大・松岡信）（名大・松岡信）（名大・松岡信）（名大・松岡信）

遺伝子単離遺伝子単離遺伝子単離遺伝子単離
○○○○遺伝地図遺伝地図遺伝地図遺伝地図 （生物研・矢野昌裕）（生物研・矢野昌裕）（生物研・矢野昌裕）（生物研・矢野昌裕）
○○○○ミュータントパネルミュータントパネルミュータントパネルミュータントパネル
（生物研・廣近洋彦）（生物研・廣近洋彦）（生物研・廣近洋彦）（生物研・廣近洋彦）
○○○○タンパク質構造解析タンパク質構造解析タンパク質構造解析タンパク質構造解析
（明治大学・澁谷直人）（明治大学・澁谷直人）（明治大学・澁谷直人）（明治大学・澁谷直人）

種間・属間比較研究種間・属間比較研究種間・属間比較研究種間・属間比較研究
（（（（STAFF・・・・江口恭三江口恭三江口恭三江口恭三））））

ＤＮＡマーカーの開発ＤＮＡマーカーの開発ＤＮＡマーカーの開発ＤＮＡマーカーの開発
（農研機構・井辺時雄）（農研機構・井辺時雄）（農研機構・井辺時雄）（農研機構・井辺時雄）

ミレニアムイネゲノムプロジェクト全体ミレニアムイネゲノムプロジェクト全体ミレニアムイネゲノムプロジェクト全体ミレニアムイネゲノムプロジェクト全体像像像像 プロジェクトリーダー：岩渕雅樹（生物研）プロジェクトリーダー：岩渕雅樹（生物研）プロジェクトリーダー：岩渕雅樹（生物研）プロジェクトリーダー：岩渕雅樹（生物研）



イネゲノム機能解析研究イネゲノム機能解析研究イネゲノム機能解析研究イネゲノム機能解析研究
（３１）（３１）（３１）（３１）

イネイネイネイネ・・・・ゲノムゲノムゲノムゲノム
シミュレーターの開発（３）シミュレーターの開発（３）シミュレーターの開発（３）シミュレーターの開発（３）
（生物研・肥後健一）（生物研・肥後健一）（生物研・肥後健一）（生物研・肥後健一）

農業生物資源研究所（岩渕雅樹）農業生物資源研究所（岩渕雅樹）農業生物資源研究所（岩渕雅樹）農業生物資源研究所（岩渕雅樹）

ポストゲノムシークエンス研究へシフトポストゲノムシークエンス研究へシフトポストゲノムシークエンス研究へシフトポストゲノムシークエンス研究へシフト

イネゲノム全塩基イネゲノム全塩基イネゲノム全塩基イネゲノム全塩基
配列の解読（７）配列の解読（７）配列の解読（７）配列の解読（７）
（生物研・佐々木卓治）（生物研・佐々木卓治）（生物研・佐々木卓治）（生物研・佐々木卓治）

完全長ｃＤＮＡライブラリー完全長ｃＤＮＡライブラリー完全長ｃＤＮＡライブラリー完全長ｃＤＮＡライブラリー

の整備（の整備（の整備（の整備（平成１５年９月終了平成１５年９月終了平成１５年９月終了平成１５年９月終了））））
（旧（旧（旧（旧 生研機構・桂直樹）生研機構・桂直樹）生研機構・桂直樹）生研機構・桂直樹）

有用遺伝子の機能解明有用遺伝子の機能解明有用遺伝子の機能解明有用遺伝子の機能解明

イネ・ゲノムリソースイネ・ゲノムリソースイネ・ゲノムリソースイネ・ゲノムリソース
センターの整備（１）センターの整備（１）センターの整備（１）センターの整備（１）
（生物研・長村吉晃）（生物研・長村吉晃）（生物研・長村吉晃）（生物研・長村吉晃）

農水省農水省農水省農水省イネゲノム機能イネゲノム機能イネゲノム機能イネゲノム機能解析解析解析解析研究研究研究研究

ＤＮＡマーカーの開発（５）ＤＮＡマーカーの開発（５）ＤＮＡマーカーの開発（５）ＤＮＡマーカーの開発（５）
（農研機構・井辺時雄）（農研機構・井辺時雄）（農研機構・井辺時雄）（農研機構・井辺時雄）

種間・属間比較研究種間・属間比較研究種間・属間比較研究種間・属間比較研究（１）（１）（１）（１）
（（（（STAFF・・・・江口恭三江口恭三江口恭三江口恭三））））

重要形質（７）重要形質（７）重要形質（７）重要形質（７） （名大・松岡信）（名大・松岡信）（名大・松岡信）（名大・松岡信）

遺伝子単離（７）遺伝子単離（７）遺伝子単離（７）遺伝子単離（７）
○○○○遺伝地図遺伝地図遺伝地図遺伝地図 （生物研・矢野昌裕）（生物研・矢野昌裕）（生物研・矢野昌裕）（生物研・矢野昌裕）
○○○○ミュータントパネルミュータントパネルミュータントパネルミュータントパネル
（生物研・廣近洋彦）（生物研・廣近洋彦）（生物研・廣近洋彦）（生物研・廣近洋彦）
○○○○タンパク質構造解析タンパク質構造解析タンパク質構造解析タンパク質構造解析
（明治大学・澁谷直人）（明治大学・澁谷直人）（明治大学・澁谷直人）（明治大学・澁谷直人）

注：注：注：注：（（（（ ）内の数字は）内の数字は）内の数字は）内の数字は平成平成平成平成15年度年度年度年度予算額であり、単位は億円。予算額であり、単位は億円。予算額であり、単位は億円。予算額であり、単位は億円。
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第第第第2期イネゲノム研究期イネゲノム研究期イネゲノム研究期イネゲノム研究 平平平平10～～～～ 平平平平17～～～～ (グリーンテクノ計画グリーンテクノ計画グリーンテクノ計画グリーンテクノ計画)

イネゲノムイネゲノムイネゲノムイネゲノム機能機能機能機能解析研究の進展解析研究の進展解析研究の進展解析研究の進展

ゲノム育種の開発と実証（新規）ゲノム育種の開発と実証（新規）ゲノム育種の開発と実証（新規）ゲノム育種の開発と実証（新規）

ＱＴＬ解析の推進（新規）ＱＴＬ解析の推進（新規）ＱＴＬ解析の推進（新規）ＱＴＬ解析の推進（新規）
QTL:Quantitative（量的）trait（形質）loci（遺伝子座）の略。

多数の遺伝子に制御を受ける量的形質。

種間・属間比較研究 多様性解析（新規）多様性解析（新規）多様性解析（新規）多様性解析（新規）

ゲノムシミュレーターの開発

応
用
・実
用
化
に
向
け
た
ゲ
ノ
ム
研
究

遺伝地図とミュータントパネル利用型（継続）

組換え体利用型（継続）

タンパク質の構造解析利用型

単
離
・機
能
解
明
研
究

ゲノムリソースセンターの整備（継続）

ゲノムの全塩基配列の解明

研
究
基
盤
の
整
備

基

盤

基
礎
・
応
用

実
用
化

終了

○複数マーカーの同時利用技術等の確立

○ムギ類・野生イネの有用遺伝子探索
終了

終了

終了

ＤＮＡマーカーによる品種育種システムの開発（継続）

重要形質関連遺伝子の機能解明（継続）

遺伝子ネットワークの解明と
効率的な品種育成技術の開発

遺伝子ネットワークの解明と
効率的な品種育成技術の開発
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・・・・イネゲノムイネゲノムイネゲノムイネゲノム機能解析機能解析機能解析機能解析研究研究研究研究 平平平平1５５５５～～～～



イネイネイネイネゲノム・プロジェクトの成果（論文・特許）ゲノム・プロジェクトの成果（論文・特許）ゲノム・プロジェクトの成果（論文・特許）ゲノム・プロジェクトの成果（論文・特許）

1998～2002 2003

（IF５以上） （IF５以上）

全塩基配列　・　種間・属間 9 (5) 7 (1) 0 0

完全長・リソースセンター 0 (0) 5 (3) 1 0

有用遺伝子単離 382 (94) 158 (56) 67 17

DNAマーカー 45 (4) 14 (0) 5 1

シミュレーター 56 (19) 43 (19) 4 1

合計合計合計合計 490 (120) 219 (72) 76 19

1995～
2002

2003

出願特許数発表論文数

合計は、各プロジェクト間の重複を除いているため、プロジェクトの合計値とは一致しない。
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イネ・ゲノムの全塩基配列の解明イネ・ゲノムの全塩基配列の解明イネ・ゲノムの全塩基配列の解明イネ・ゲノムの全塩基配列の解明 佐々木卓治（生物研）佐々木卓治（生物研）佐々木卓治（生物研）佐々木卓治（生物研）

イネゲノムの塩基配列の完全解読進捗状況

我が国が完全解読
(156 Mb, 39%)

国際コンソーシアム
9ヵ国が完全解読
(139 Mb, 35%)

高精度概要解読終了
(103Mb, 26%)

イネ第8染色体セントロメア配列の解読ににににもももも成功

特異的繰り返し配列
(155bp x 442回)

多数のトランス
ポゾン集積

発現遺伝子が
存在する

イネゲノム
(398Mb)

イ
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色
体
サ
イ
ズ

イ
ネ
染
色
体
サ
イ
ズ

イ
ネ
染
色
体
サ
イ
ズ

イ
ネ
染
色
体
サ
イ
ズ(

百
万
塩
基
単
位

百
万
塩
基
単
位

百
万
塩
基
単
位

百
万
塩
基
単
位) 0000

5555

10101010

15151515

20202020

25252525

30303030

35353535

40404040

45454545

50505050

1111 2222 3333 4444 5555 6666 7777 8888 9999 10101010 11111111 12121212
染色体染色体染色体染色体

完全解読(PHASE3)
高精度概要解読(PHASE2)

日本日本日本日本
韓国韓国韓国韓国

日本日本日本日本
イギリスイギリスイギリスイギリス米国米国米国米国 中国中国中国中国 台湾台湾台湾台湾 日本日本日本日本 日本日本日本日本 日本日本日本日本

日本日本日本日本
ブラジルブラジルブラジルブラジル
タイタイタイタイ
韓国韓国韓国韓国

米国米国米国米国

米国米国米国米国
インドインドインドインド
フランスフランスフランスフランス

フランスフランスフランスフランス
「ギャップの解読を目指せ」「ギャップの解読を目指せ」「ギャップの解読を目指せ」「ギャップの解読を目指せ」

実行

2004年12月末 完了見込み
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イネ・ゲノムの完全長イネ・ゲノムの完全長イネ・ゲノムの完全長イネ・ゲノムの完全長cDNAライブラリー整備事業ライブラリー整備事業ライブラリー整備事業ライブラリー整備事業

（１５年９月終了）（１５年９月終了）（１５年９月終了）（１５年９月終了）

農業生物資源研究所農業生物資源研究所農業生物資源研究所農業生物資源研究所

クローン配列のクラスタクローン配列のクラスタクローン配列のクラスタクローン配列のクラスターーーー分け分け分け分け
全長塩基配列決定クローンの分配全長塩基配列決定クローンの分配全長塩基配列決定クローンの分配全長塩基配列決定クローンの分配

生研機構生研機構生研機構生研機構
プロジェクトの統括・進行管理プロジェクトの統括・進行管理プロジェクトの統括・進行管理プロジェクトの統括・進行管理

国際科学振興財団国際科学振興財団国際科学振興財団国際科学振興財団理化学研究所理化学研究所理化学研究所理化学研究所

農業生物資源研究所農業生物資源研究所農業生物資源研究所農業生物資源研究所

イネ完全長イネ完全長イネ完全長イネ完全長cDNAのライブラリー構築（約３万種）のライブラリー構築（約３万種）のライブラリー構築（約３万種）のライブラリー構築（約３万種）
平成１２年度平成１２年度平成１２年度平成１２年度 研究成果研究成果研究成果研究成果 ：：：： 約約約約 ８８８８,０００種の完全長０００種の完全長０００種の完全長０００種の完全長cDNA配列の決定配列の決定配列の決定配列の決定
平成１３年度平成１３年度平成１３年度平成１３年度 研究成果研究成果研究成果研究成果 ：：：： 約１６約１６約１６約１６,５００種の完全長５００種の完全長５００種の完全長５００種の完全長cDNA配列の決定配列の決定配列の決定配列の決定
平成１４年度平成１４年度平成１４年度平成１４年度 研究成果研究成果研究成果研究成果 ：：：： 約約約約 ５５５５,５００種の完全長５００種の完全長５００種の完全長５００種の完全長cDNA配列の決定配列の決定配列の決定配列の決定
平成１５年度平成１５年度平成１５年度平成１５年度 研究成果研究成果研究成果研究成果 ：：：： 追加分約１８万クローンの末端配列の決定追加分約１８万クローンの末端配列の決定追加分約１８万クローンの末端配列の決定追加分約１８万クローンの末端配列の決定

イネ組織の材料調整、提供イネ組織の材料調整、提供イネ組織の材料調整、提供イネ組織の材料調整、提供

・・・・約３万２千種約３万２千種約３万２千種約３万２千種のののの完全長完全長完全長完全長cDNAクローンのクローンのクローンのクローンのデータベースデータベースデータベースデータベースを構築を構築を構築を構築
・イネゲノムリソ－スセンターにおいて・イネゲノムリソ－スセンターにおいて・イネゲノムリソ－スセンターにおいて・イネゲノムリソ－スセンターにおいてクローン配布クローン配布クローン配布クローン配布を開始を開始を開始を開始

・・・・約３万２千種約３万２千種約３万２千種約３万２千種のクローン収集・配列決定を達成のクローン収集・配列決定を達成のクローン収集・配列決定を達成のクローン収集・配列決定を達成
（約（約（約（約21,000の遺伝子に相当）の遺伝子に相当）の遺伝子に相当）の遺伝子に相当） (Science 301:376-379,2003)

・・・・追加分も加えて、約追加分も加えて、約追加分も加えて、約追加分も加えて、約２万９千～３万８千２万９千～３万８千２万９千～３万８千２万９千～３万８千相当の相当の相当の相当の遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子を収集を収集を収集を収集

基
盤
整
備

基
盤
整
備

基
盤
整
備

基
盤
整
備

学
術
成
果

学
術
成
果

学
術
成
果

学
術
成
果

cDNAライブラリー作製ライブラリー作製ライブラリー作製ライブラリー作製

クローンの塩基配列決定クローンの塩基配列決定クローンの塩基配列決定クローンの塩基配列決定
(オリゴキャップ法を活用オリゴキャップ法を活用オリゴキャップ法を活用オリゴキャップ法を活用)

cDNAライブラリーの作製ライブラリーの作製ライブラリーの作製ライブラリーの作製

クローンの塩基配列決定クローンの塩基配列決定クローンの塩基配列決定クローンの塩基配列決定
(キャップトラッパー法を活用キャップトラッパー法を活用キャップトラッパー法を活用キャップトラッパー法を活用)
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■■■■イネのマイクロアレイチップを発売イネのマイクロアレイチップを発売イネのマイクロアレイチップを発売イネのマイクロアレイチップを発売
（米アジレント社との共同開発共同開発共同開発共同開発）
イネゲノムリソースセンターイネゲノムリソースセンターイネゲノムリソースセンターイネゲノムリソースセンターでアレイ解析支援実施

日経産業新聞日経産業新聞日経産業新聞日経産業新聞
平成１５年１１月１０日平成１５年１１月１０日平成１５年１１月１０日平成１５年１１月１０日

イネ・ゲノムリソースセンター整備事業イネ・ゲノムリソースセンター整備事業イネ・ゲノムリソースセンター整備事業イネ・ゲノムリソースセンター整備事業

「整備の産学官協力とその成果の提供」「整備の産学官協力とその成果の提供」「整備の産学官協力とその成果の提供」「整備の産学官協力とその成果の提供」

Rice Oligo Microarray Kit, G4138A

■■■■研究材料の保管・管理・提供研究材料の保管・管理・提供研究材料の保管・管理・提供研究材料の保管・管理・提供

◆イネ完全長ｃＤＮＡ 32,000クローン
◆突然変異系統(Tos17) 50,000系統
◆遺伝解析材料（６種類） 668系統
世界初の貴重な研究材料世界初の貴重な研究材料世界初の貴重な研究材料世界初の貴重な研究材料

■■■■研究材料情報の提供研究材料情報の提供研究材料情報の提供研究材料情報の提供

◆種類
◆価格
◆申込み

＜配布実績＞
完全長ｃＤＮＡクローン １５９件 1,024 クローン
Tos17突然変異系統 １４５件 653 系統
遺伝解析材料 １５件 726 系統
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■■■■cDNAブックブックブックブック (理研の協力理研の協力理研の協力理研の協力)



草型決定に関与するジベレリン（草型決定に関与するジベレリン（草型決定に関与するジベレリン（草型決定に関与するジベレリン（GA)
関連遺伝子関連遺伝子関連遺伝子関連遺伝子産物産物産物産物、、、、GA情報伝達因子情報伝達因子情報伝達因子情報伝達因子

GID2, GAMYBのののの生理機能の解明生理機能の解明生理機能の解明生理機能の解明。。。。

エピトープを残しエピトープを残しエピトープを残しエピトープを残しIgE結合能を低下させ結合能を低下させ結合能を低下させ結合能を低下させ

改変ダニアレルゲン改変ダニアレルゲン改変ダニアレルゲン改変ダニアレルゲンDerfⅡⅡⅡⅡを、種子胚を、種子胚を、種子胚を、種子胚

乳中に特異的に高発現する形質転換乳中に特異的に高発現する形質転換乳中に特異的に高発現する形質転換乳中に特異的に高発現する形質転換

イネ系統イネ系統イネ系統イネ系統のののの作出。作出。作出。作出。

エリシターによエリシターによエリシターによエリシターによりりりり活性化される活性化される活性化される活性化されるイネのイネのイネのイネの主主主主

要要要要MAPK,OsMPK2のののの病害抵抗性のシ病害抵抗性のシ病害抵抗性のシ病害抵抗性のシ

グナリンググナリンググナリンググナリングとしてのネガティブとしてのネガティブとしてのネガティブとしてのネガティブ制御制御制御制御の解の解の解の解

明と、明と、明と、明と、OsMPK2のののの発現抑制発現抑制発現抑制発現抑制を介したを介したを介したを介した、、、、

いいいいもち病抵抗性増もち病抵抗性増もち病抵抗性増もち病抵抗性増強イ強イ強イ強イネネネネのののの作出。作出。作出。作出。

重要形質重要形質重要形質重要形質 松岡信松岡信松岡信松岡信 （（（（名古屋大学名古屋大学名古屋大学名古屋大学））））

イネ・ゲノムの重要形質関連遺伝子の機能解明イネ・ゲノムの重要形質関連遺伝子の機能解明イネ・ゲノムの重要形質関連遺伝子の機能解明イネ・ゲノムの重要形質関連遺伝子の機能解明 （平成１５年度開始）

イネの重要形質の発現メカニズムを解明するとともに、これをもとに、人為的に機能を
改変したイネ遺伝子を形質転換してより付加価値の高いイネを作出する。

不良環境に
強い遺伝子

病害虫に強い
遺伝子

光合成機能
を高める遺伝子

機能性物質
を作る遺伝子

高品質なコメ
を作る遺伝子

15年度の主な成果年度の主な成果年度の主な成果年度の主な成果

○○○○

○○○○

○○○○

「実用化を目指した研究開発」「実用化を目指した研究開発」「実用化を目指した研究開発」「実用化を目指した研究開発」
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草型の決定に関与する遺伝子の機能解明と分子育種

Peta IR8

IR8は収量の莫大な増加をもたらした

0

2

4

6

8

10

0 50 100 150
施肥量(kg/ha)

収
量
（
t/
ha
）

IR8

Peta（原品種）

IR8はジベレリン(GA)の
合成変異体だった
Nature (IP=30) 2002

G A分解酵素遺伝子を用い
新しい矮性イネを作った
Nature Biotech. (IP=13) 2004

新しい矮性イネ

GA action

GAMYB SLR1

GID1
SPY

三量体Gタンパク質

Receptor(GPCR??)

nuclei

GID2核内転写因子

26Sプロテアソー
ムを介して分解

アセチルグルコサミン
化を行いSLR1を安定
化？

分解シグナル

ジベレリン情報伝達を解析し、情報伝達には、Ｇタ
ンパク質や核内転写因子の信号依存的なSCFタン
パク質分解系が関与していることを明らかにした。
Science (IP=29) 2003; Trend in Plant Sci. (IP=12) 2003; 
Plant Cell (IP=11) 2002, 2003, 2004; Curr. Opin. Plant Biol. 
(IP=9.5) 2003; Cur. Opin. Biotech. (IP=7.2) 2004; Plant J. 
(IP=5.9) 2000, 2003, 2004; Plant Physiol. (IP=5.8) 2002

10



長日

シロイヌナズナ
（長日植物）

C O

FT

開花

イネ
（短日植物）

Hd1

Hd3a

開花

長日

Hd1

Hd3a

開花

短日

Ehd1 Ehd1

・イネに固有の花芽誘導信号伝達系の存在が明らかとなった。

・イネの出穂期の人為的制御が可能となった。
Nature (IP=30) 2003; Genes & Dev. (IP=19) 2002, 2004; Plant Cell Physiol. (IP=3) 2003

Hd1、Hd3aはシロイ
ヌナズナとイネに共
通する因子だが、
Ehd1二成分系転写
因子のオーソログは
シロイヌナズナには
存在しない。このこ
とは、単子葉と双子
葉の花芽誘導は基
本的には類似の機
構を用いているが、
部分的に固有な制
御を行っていること
を示している。

イネ出穂期調節における分子ネットワークの解明
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ミネラルの吸収や利用に関連する遺伝子の単離と利用

・ホウ素吸収に関連する遺伝子の単離に向けて

ホウ素濃度 60 mg/L (通常 0.05mg/L)
13.67

RM226

cht4

RM3785

RM3524

RM119

RM1302

0 .0

RM3839

表現型の60%を説明するQTLが
４番染色体の端に存在

IR36

熱研１号熱研１号はホウ
酸に対する抵抗
性が高い

・ケイ素蓄積に関連する遺伝子の単離に向けて

WTGR1 ケイ素のイネ体内中
への蓄積とイモチ病
感受性は密接な関連
があり、ケイ酸蓄積
が低下した変異体は
イモチ病に罹病しや
すくなる。

イモチ病に
罹病したイネ

RM5631

R M5303
ケイ酸蓄積に関
連した遺伝子

E60168

16.9cM

1.9cM

4.4cM

Chromosome 2

118.1cM

125.6cM

138.0-140.9cM
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ワクチン米の
経口投与

粘膜系、全身系
での免疫応答

粘膜誘導型寛容

エイズ、コレラ毒素
などに対するワクチン

ダニアレルギー、
慢性関節炎（リューマチ）

などの治療

負

正

IgG、IgEの抑制

NT

N;非形質転換体
T;形質転換体

グルテリン-HIV
コートタンパク
融合タンパク質

N;非形質転換体
T;形質転換体

グルテリン-
ダニアレルゲン
融合タンパク質

NT

プロモーター ターミネーター

イネ種子貯蔵タンパク質（グルテリン）

エピトープペプチドエピトープペプチドエピトープペプチドエピトープペプチド

粘膜免疫システムを利用した
経口ペプチドワクチン米の開発

腸管関連
リンパ組織
（GALT）

分泌型 IgAの産生
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